
 

 新年あけましておめでとうございます。本年も宜しくお願い申し上げます。 

 さて、２０１４年は日本野外生活推進協会にとって記念すべき年となりまし

た。１９９２年７月２６日に発足以来、２２年が経過し、任意団体から２０１４年

７月２６日付で一般社団法人化し、本部支部体制から脱却して、ムッレ教室

を発展させている組織とライセンス契約で結ぶネットワーク組織体制に新た

に生まれ変わりました。 

 それに伴い、会費・会員制も無くなりましたが、教室を開催するためには、

各ネットワーク組織ごとにライセンス契約や個人のリーダー登録が必要とな

りますが、登録契約は森のムッレの商標（ライセンス）を保持することを証明

するものです。 

 ネットワーク組織になりましたので、今までのようにリーダーが総会に出席

したり、運営に参加したりすることはありませんが、同じムッレの活動をする

仲間として、全国のムッレファンの皆様と交流したり、情報交換することが出

来るよう、新たにネットワーク事務局を協会内に設置しました。 

 今後、ライセンス契約やリーダー登録された皆様とは、定期的にネット

ワーク会議等を開催したいと思いますので、森のムッレのリーダーとして、

ムッレ教室の質を高めあうことに賛同いただければ幸いです。 

 また２０１５年度には、長崎県雲仙市で「森のムッレ全国シンポジウム」の

開催が決定し、２０１６年には、「森のムッレ国際シンポジウム」がイギリスで

開催されます。リーダー登録者は、国際的な情報交換の場にも参加するこ

とが出来るようになりますので、多くの方のご参加をお待ちしています。 
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森のムッレ教室とは？ 

約 50 年前、ヨスタ・フロムによっ

て作られたスウェーデン発の子

ども向け環境教育です。持続可

能な社会形成を目指し、世界

11 ヶ国に広がっています。 
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ムッレボーイ保育園を訪れた 

サンタさん 
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第1回ネットワーク組織代表者会議に 

全国から11名の方にご参加頂き 

活動報告と意見交換会を行いました 

ご参加有難うございました 

 

森のムッレ協会新潟   阿部 桂子          
旧篠山支部             小島 啓介                  

こどもの根っこを育てる会 飯島 希 

NPO法人 奈良地域の学び推進機構 

            杉山 友理     

NPO法人 ケアラボ     廣田 加代美 

            川越 浩晃                           

浜松市ファミリームッレ 鈴木 輝久 

環境ネットワーク虹   佐伯 美保        

NPO法人 子育てネット 

やまぼうしの会     桑田 久美子 

認定こども園 あいいくの丘 

            余田 淳子 

認定こども園 いちじまこども園             

            大東 まこ  

みつびしでんき野外教室リーダー養成講座報告 

             代表理事 高見 豊 

 「みつびしでんき野外教室リーダー養成講座」は、10

月 17 日、18 日に東京都の埋め立て地「夢の島」と「海

の森」で開催されました。 

 この講座の目的は、三菱電機（株）が環境と社会貢献

事業の一環として、社員の環境マインドを構築するた

めの養成講座であり、内容は「森のムッレ教室リーダー

養成講座」に変わりはありませんが、今回の講座はか

なり特徴的な講座でした。三菱電機（株）の社会貢献

の目的を果たすため、東京都の埋め立て地の利活用

と都内の幼稚園と三菱電機（株）のコラボにより、野外

教室の合流を目的とした講座で、いつもであれば、最

終日の午後にグループでリーダー役、子供役に分か

れて課題を発表し合うのですが、今回は、前日から養

成講座で学んだことをフル活用し、受講者が野外教室

を実践するという、講師も受講者もかなりプレッシャー

の大きな講座となりました。30 名の受講者が、6 グルー

プに分かれ、いきなり子ども達（80 名・6 グループ）と野

外教室を実践する訳ですから、大人対象の課題発表と

は違って、緊張感あるれる野外教室でした。その結

果、子ども達も受講者も忘れられない、時間となったよ

うです。別れ際には双方名残惜しげでした。 

✴︎国内の最新動向✴︎✴︎✴︎ 
 

第 1回ネットワーク組織代表者会議報告 

           事務局長 高見 幸子 

 2014年11月23日、24日に、第一回ネットワーク組織

代表者会議を奈良教育大学と奈良市青少年野外活

動センターにて開催しました。新潟、東京、埼玉、浜

松、奈良、市島、篠山、福岡、雲仙の10団体が活動

報告をした後、それぞれの組織が抱えている共通の

課題について、議論を交わしました。 

 その中で、乳幼児を抱える母親を対象とした「森の

オープンプレスクールリーダー養成講座」へのニーズ

が高いことが見えてきました。2015年度は、森のオー

プンプレスクールのリーダー養成講座開催と実現を

目指していきたいと思いますので、ご協力の程、宜し

くお願い致します。 

 また昨年8月に丹波市市島町を

襲った集中豪雨で、 ムッレ

リーダーや、認定こども園

あいいくの丘、いちじまこ

ども園の子ども達のご家

族が被害を受けました。

心よりお見舞い申し上げ

ます。 

 2 



サンプル文章 [版] :: [タイトル] 
 

 2001 年にムッレリーダーの指導者として来日していたリン

デ夫妻と高見会長が、国際的な広がりに着目し、世界中のムッ

レリーダー達が一堂に会する国際シンポジウムを企画しようと

話し合い、彼らの提案で、第一回国際シンポジウムがスウェー

デンで開催され、成功を収めました。その後、ロシア、フィン

ランドに続き、2012 年には、日本(神戸)で開催され、森のムッ

レの国際的な発展へと繋がっています。 

 昨年、第 5 回目がラトビアで開催され、8 月 7 日~10 日の３

日間のプログラムには、世界１２カ国から約９０名のリーダー

が参加しました。盛大な開会式から始まり、各国の野外遊びの

ワークショップやリーダーの交流、ラトビアの保育園視察、国

立自然公園でのプログラムなど興味深いプログラムと国際交流

が行われ、参加者は、最後に、「私たちは、子どもたちが自然に

出かけ、野外活動ができるように努力をします。」という共同宣

言に署名しました。この宣言文は、国連とユニセフにも送ら

れ、持続可能な発展（Sustainable Development）を目指して

います。                 著：高見幸子 

✴︎海外の最新動向✴︎✴︎✴︎ 

国際シンポジウム 

参加者の声 
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2014森のムッレ国際シンポジウムinラトビア 

2014年8月7日から10日にかけて、森のムッレ国際シンポジウ

ムがラトビアで行われ、世界12カ国から約90人の参加者が集ま

り、日本全国から10名の方が出席しました。 

次回は2016年８月に英国、ウェイルズで開催予定です。 

ラトビアは、何百年と長い歴史

の中で、周りの大国に占領され

虐げられてきた歴史がありま

す。それゆえ、今も決して経済

的に豊かでないラトビアで、今

回の盛大なシンポジウムを開

催されたことは素晴らしいこと

だったと思います。何よりも、ラ

トビアのリーダーの人たちが心

底明るく、笑顔でずっと私たち

に接してくれたことが印象的で

した。また、ラトビアは音楽と

フォークダンスが有名です。

リーダーの交流の場で、ラトビ

アの文化にもたくさん触れるこ

とができました。また、日本でも

スウェーデンでも絶滅した野鳥

のコウノトリが日常的に農地で

たくさん見ることができ、その自

然の豊さにも感動したシンポジ

ウムでした。    

           著：高見幸子 

 



  

 

 

 

 

2015 スウェーデン野外教育研修のお知らせ 

本場スウェーデンの野外教育を体験したいという方にオススメ！ 

日本野外生活推進協会では、2015年度にスウェーデン研修を企画し

ています。希望者の方は、下記までお知らせ下さい。 

 担当：高見  E-mail:sachiko.takami@gmail.com 

 

2015 森のムッレ全国シンポジウム in 長崎 

2015 年 10 月に森のムッレ全国シンポジウム in長崎の開催を予定し

ています。現在調整中ですが、講演会や分科会を始め、全国のネッ

トワーク組織の活動報告や各種講座、教材紹介などを予定していま

す。多くの方のご参加お待ちしています! 

✴︎投稿文募集のお知らせ✴︎✴︎✴︎ 

ご自身のムッレ活動や野外活動に関する様々な情報、ご意見・ご感

想などを募集しています！①コラム名、②著者名、③所属先名、 

④電話番号、④E-mail をご入力の上、投稿文と活動写真(1〜2 枚)を

添えて、E-mail にてお送り下さい。ご投稿お待ちしています。 

担当：蓮池  E-mail:hasuike@nara-edu.ac.jp 

スウェーデンの森のムッレ教室の

歴史や森のムッレ教室、森のクニ

ュータナ教室、森のクノッペン教

室、ファミリームッレ教室、森の

オープンプレスクール、野外保育

園等の最新情報を掲載。今後、養

成講座の副教材として活用させて

頂く予定です。 

 ２０1４年３月 

 環境ネットワーク「虹」発行   

 翻訳：高見 幸子 

 編集：佐伯 美保 

 協力：日本野外生活推進協会 

 スウェーデン野外生活推進協会 

 ヨスタ・フロム森のムッレ財団 

親子で作る 自然素材の 

かんたん雑貨＆おもちゃ 

光橋翠監修、日東書院、2014 年 6

月発行、1,404 円。五感を使った自

然体験を通して、親子で楽しめるネ

イチャー・クラフトの作品を紹介し

ています。自然に出かけるのが楽し

くなるアイデアが満載。夏休みの自

由研究にもお役立ちの一冊です。 

スウェーデンの「森のムッレ」 

対象年齢別事例集 

～子どもたちを自然の中へ～ 
 

 

国内ネットワーク組織の最新ニュース 

●環境ネットワーク「虹」では、今年度、地球環境基金事業の一環とし 

 て、幼児向け環境教育の国内模範事例集を発行予定。 

 

●森のムッレ協会新潟では、ムッレ教室の新規導入を目指す先生方の 

 参考書となるような模範事例集（新潟県内の保育園におけるムッレ 

 教室の活動事例集）を 2 年間かけて作成予定。 

 

●NPO 法人ケアラボでは、ファミリーコーチ PROJECT の一環として、 

 これから北軽井沢と東京での開催に向けて、東京近郊のムッレリー 

 ダーを募集しています。興味のある方は、下記までお知らせ下さい。 

（※HP参照:ファミリーコーチPROJECT http://www.familycoach.jp） 

      担当：高見 E-mail:sachiko.takami@gmail.com 

 

http://www.familycoach.jp/

